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ࣾձのస׵期 ʮʹ߈ΊʯのܦӦͰ
プϨミΞϜͳ価値Λ創ग़͢Δグループ΁

東急不動産ホールディングス株ࣜձࣾ
୅දऔక໾ࣾ長

100೥ड͚͕ܧΕΔ
創業のਫ਼ਆʮ௅戦͢Δ%/Aʯ	

2�年Ҏ上のࡀ月Λ͔͚ͯ࠶開発事業にऔ

Γ૊ΜͰ͖たʮSIiCuya Sakura Stageʯ͕

·ͪͼΒ͖Λܴ͑ɺौ୩に৽たͳに͗Θ͍͕

ੜ·Ε͸͡Ί·したɻ͜ の日Λ଴ͪ๬Μͩଟ

͘の地ऀݖのํʑの૝͍Λड͚͗ܧɺଟ࠼ͳ

Χルチャー͕ଉͮ͘ौ୩・ٰࡩの֗にɺ͜ Ε͔

Β大͖ͳՖΛ࡙͔͍͖ͤͯ·͢ɻ

ɹ東急不動産ホールディングスのத֩ا業Ͱ

͋Δ東急不動産͸ɺ͜ のौ୩の地に1���年

にઃཱ͞Ε·したɻॳ୅会௕のޒౡܚଠ͸ɺ

ઃཱ൸࿐の৔Ͱʮौ୩Ӻෟۙにߋに࢛ɺޒՕ

ॴߴ૚ビルデイングΛݐஙகし·しͯɺौ୩

Λத৺ͱ͢Δ地۠の発ల੔උに資した͍ʯͱ

ԋઆし͍ͯ·͢ɻʮ大͍に事業Λ֦ுしͯɺ国

Ո的事業にਐग़した͍ʯͱͬޠた౰࣌の૝͍

͕ɺࠓ·͞に100年に一౓ͱ͍ΘΕΔौ୩࠶

開発にΑ࣮ͬͯ現しΑ͏ͱし͍ͯ·͢ɻ

ɹࢲたͪグループのݪ఺͸ɺ1�1�年ɺौ୔

ӫ一ΒΛத৺にઃཱ͞ΕたాԂ都市株式会

社に͋Γ·͢ɻ100年Ҏ上લに日ຊͰॳΊͯɺ

ӳ国発঵のʮాԂ都市ߏ૝ʯΛऔΓೖΕたా

Ԃௐ෍の·ͪͮ Γ͘Λ͍ߦɺ都市ੜऀ׆のॅ

環境վળに大͖͘ݙߩし·したɻ

ɹҎདྷɺࢲたͪ͸ʮ௅戦͢ΔD/AʯΛ૑業の

ਫ਼ਆに͛ܝɺその࣌୅͕要੥͢Δ͞·͟·ͳ

社会՝୊のղܾに͚ͯ޲ɺৗに৽し͍事業΍

サービス開発にऔΓ૊ΜͰ͖·したɻɹɹ

ɹ2024年̐月に開業した東急プラザݪ ʮ॓ハ

ラΧドʯ΋ɺその一ྫͰ͢ɻコロナՒΛͯܦ঎業

ఆٛに௅戦しɺクリエイターのू٬૷࠶ઃのࢪ

ஔͱҐஔ͚ͮ·したɻに͗Θ͍の৔の৽し͍͋

Γํにɺདྷ๚͞Εたଟ͘の͓٬͞·͔Β͝評価

Λ͍た͍͍ͩͯ·͢ɻインフレࡁܦへͱ͏͔޲

社会のసظ׵にɺ͜ ͏したʮ߈Ίʯの௅戦Λଓ

͚ΒΕΔ૊৫෩౔Λグループに͔ࠜͮͤɺબ

͹Εଓ͚Δا͍ڧ業へͱ੒௕し͍͖ͯ·͢ɻ

̎೥લ౗͠Ͱ໨ඪΛୡ成͠ɺ
ઌΛݟਾ͑たมֵʹ௅Ή

2020年に社௕ब೚ޙɺコロナՒのͳ͔Ͱ௕

ビジϣンʮ(ROUP 7ISIO/ 20�0ʯΛ発දظ

しɺグループスローΨンにʮ8& AR& (R&&/ʯ

Λͯ͛ܝ�年͕ͪܦ·したɻ10Χ年ܭըの௕

営ํ਑͸ɺॱܦظ ௐにਐ௙し͍ͯ·͢ɻલ൒�

年ؒにҐஔ͚ͮたߏ࠶ஙフェーズͰ͸ɺRO&

ͱ&PSの޲上ΛਤΔたΊにɺൈຊ的ͳ事業ߏ
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-etter	to	oVr	staLeIoMEers

Ӧ業རӹのਪҠ

଄վֵにணखしɺऩӹ ・ੑޮ ཰ੑの௿͍アセッ

ト΍事業の譲渡・ച٫Λஅߦし·したɻ

（Q�34΁	রϖーδࢀ ）

ɹ͍Θ͹ʠ外Պखज़ʡのΑ͏ͳ੟Ҭͳ͖վֵ͕

ޭΛ૗しɺࡢ年౓の業੷͸ɺച上1ߴஹ1
0�0

ԯԁɺ営業རӹ1
202ԯԁɺ౰ظ७རӹ6��

ԯԁͱͳΓɺաߴ࠷ڈӹΛߋ৽し·したɻ

ɹ同࣌にɺ202�年౓·Ͱのதܦظ営ܭըͰ

໨ඪͱし͍ͯた͢΂ͯの財務ࢦඪΛ2年લ౗

しͰୡ੒しɺRO&͸�.6ˋ·Ͱվળし·したɻ

͜͏した޷ௐͳ業੷Λ౿·͑ɺޙ൒�年ؒの

ਟԽフェーズΛ1年લ౗しͯɺདྷ年౓͔Βڧ

৽たͳதܦظ営ܭըΛスタートし·͢ɻ

ɹաߴ࠷ڈӹͱ͍͏੒Ռ͸ɺࣗ 社Ͱのൺֱに

͗͢·ͤΜɻ不動産業քશ体に௥͍෩͕ਧ͍

͓ͯΓߴɺ ͍業੷Λ上͍͛ͯΔの͸同業他社

΋同͡Ͱ͢ɻ現ঢ়に؁Μ͡Δ͜ͱͳ͘ɺ事業Λ

औΓ͘ר環境มԽΛ大ہ的ͳࢹ఺Ͱଊ͑ͳ͕

Βɺグループܦ営Λ཰͍͍͖ͯ·͢ɻ

ɹͳ͔Ͱ΋資ຊコスト΍株価Λҙࣝしたܦ

営Λɺࢲ͸ॏࢹし͍ͯ·͢ɻ౰社の株価͸ɺ

2024年�月に#PSΛ上ճΓɺP#R͸1ഒਫ४

にճ෮し·したɻし͔しɺ�月にೖΓ株式マー

έットのมௐにΑΓɺ株価ਫ४͸大͖͘௿Լしɺ

଍ݩͰ͸࠶ͼ1ഒΛԼճΓ·したɻP#R͸1ഒ

௿ラインͰ͋Δͱೝࣝし͓ͯΓɺ͞࠷͕ ΒͳΔ

RO&ͱP&Rの޲上ΛਤΓ·͢ɻՔ͙ྗͱޮ཰

ੑΛߴΊɺ株ओ資ຊコストΛ上ճΔRO&Λܧ

ଓしͯୡ੒しɺ20�0年౓に10ˋҎ上ͱ͢Δ໨

ඪΛクリアし͍͖ͯ·͢ɻ·たɺ͜ Ε·ͰҎ上に

株ओ・投資Ոのօ͞·͔Βのظ଴にԠ͑Δ࣍

ఆしɺP&RΛҾ͖上͛たࡦըΛܭ営ܦظதظ

͍ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ΠンϑϨࡁܦ΁のస׵期Λɺ
ച্֦େのνϟンスʹ

日ຊࡁܦ͸ࠓɺྺ ࢙的ͳసظ׵Λܴ͍͑ͯ·

͢ɻ日ຊ͕ۜߦマイナスۚར੓ࡦΛղআしɺ

17年ͿΓにར上͕͛ߦΘΕ·したɻ不動産

事業にͱͬͯۚར上ঢ͸ٯ෩にͳΓ͔Ͷ·ͤ

Μɻաڈに਎Λ੾ΔΑ͏ͳܦ営ػةΛຯΘͬ

た͔ݧܦΒɺࢲ͸社಺Ͱ͜͏அݴし͍ͯ·͢ɻ

ʮ事業͕޷ௐͳ࣌΄Ͳリスクにඋ͑Αʯͱɻ

ɹ一ํɺインフレࡁܦへのస׵͸ɺ事業ߏ଄վ

ֵΛऴ͑た౰社グループにͱͬ ͯɺコストݮ࡟Ͱ

のརӹ֬อ͔Βച上ΛߴΊͯརӹΛੜΈग़͢環

境へͱ大͖ シ͘フトͰ͖Δػ会ͱଊ͍͑ͯ·͢ɻ

ɹそΕͧΕの事業͕࣋ͭڧΈͱ෯͍޿事業

ウイングΛ͔׆しͯɺグループ૯߹ྗΛ࠷大

Խ͢Δɻそしͯɺڝ૪༏Ґੑの͋Δ価஋Λఏ

供͢Δ͜ͱͰɺ͓ ٬͞·͔Β͍ߴ評価Λ͍たͩ

͘ɻ͜ࠓそɺそ͏した੒௕サイクルΛඳ͖ɺ社

һ一ਓͻͱΓ ʮ͕௅戦͢ΔD/AʯΛेೋ෼に

発شͰ͖Δઈ޷のタイミングͰ͢ɻ͓ ΋しΖ͍

ͱ͑ࢥΔアイデアΛ࣮現しɺ৽し͍͜ͱにՌ׶

に௅戦͢Δʮ߈Ίʯのܦ営に଩Λ੾Γɺグルー

プΛ͍ߴͯ͛ڍ෇Ճ価஋の૑ग़ΛਐΊ·͢ɻ

産業ɾ஍域ɾڥ؀Ͱɺ
プϨミΞϜͳ価値Λ生Έग़͢

ݻڧਟԽフェーズͰΊ͟͢の͸ɺʮڧた͕ͪࢲ

Ͱಠࣗੑの͋Δ事業ϙートフォリΦのߏஙʯͰ

͢ɻ૯߹不動産管理Λ୲͏東急コミュニティー

΍ചങ஥հの東急リバブルのΑ͏にɺ業քトッ

プクラスの࣮੷Λ࣋ͭ事業͸΋ͪΖΜの͜

ͱɺಛఆのマーέットͰ勝ͯΔ事業Λҭͯɺ他

社͕௥ਵしに͍͘ڝ૪༏ҐੑΛཱ֬し·͢ɻ

ɹ͞ΒにɺそΕͧΕの事業Λֻ͚߹ΘͤΔ͜

ͱͰɺ産業・地Ҭ・環境ͳͲのଆ໘͔Β他社に

͸ͳ͍͍ߴ෇Ճ価஋ΛੜΈग़しɺそのಠࣗੑ

Λʮプレミアムͳ価஋ʯͱしͯର価にม͍͑ͯ

͖·͢ɻ産業ҭ੒΍都市ޫ؍ɺ地ํ૑ੜɺ(9

（グリーントランスフォーメーシϣン）ͱ͍ͬた

ͱଊ͑ɺ国Ո戦略ͱ଍ฒػ޷Λࡦ産業੓ࡁܦ

ΈΛଗ͑ͳ͕Β地Ҭ՝୊΍社会՝୊のղܾ

にͭͳ͕Δ事業のժΛ৳͹し͍ͯ͘͜ͱͰɺ

৽たͳコア事業のҭ੒にऔΓ૊Έ·͢ɻ

ɹ౰社グループの෯͍޿事業ྖҬ͸ɺそのऩ

ӹモデルのҧ͍͔Βɺ資産׆用ܕͱਓ財׆用

に෼͚ΒΕ·͢ɻ同༷にɺ都市ͱ地ํɺ不動ܕ

産ビジネスͱ不動産Ҏ外のビジネスͳͲɺଟ

༷ͳՔ͗ํの࣠Λͭ͘Δ͜ͱͰɺಛఆのྖҬ

΍市گにࠨӈ͞Εͳ͍ɺڧਟͳϙートフォリ

ΦΛߏஙし͍͖ͯ·͢ɻ

ɹ࣍ظதܦظ営ܭըͰ͸ɺプレミアムͳ価஋

ΛੜΈग़͢ॏ఺テーマͱしͯɺʮ国際的ͳ都

市ؒڝ૪ྗのڧԽʯ͓ Αͼʮ地Ҭ資ݯΛ׆用

した෇Ճ価஋૑ग़ʯΛ͛ܝ·͢ɻલऀ͸ੈք

͔Βݟた国際都市・東ژのブランドྗ޲上ɺ

༩د国ͱ୤୸ૉ社会の࣮現にཱޫ؍͸ऀޙ

͢ΔऔΓ૊ΈͰ͢ɻそΕͧΕのテーマΛ۩現

Խ͢Δ戦略に͍ͭͯɺ۩体的に͓఻͑し·͢ɻ
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-etter	to	oVr	staLeIoMEers

ʮϋϥΧυʯのର໘にҐஔすΔ東急プϥβදࢀಓʮΦϞΧυʯ202�年�月に։͠ۀた東急プϥβݪ ʮ॓ϋϥΧυʯ

Խڧ૪ྗのڝؒࢢతͳ౎ࡍࠃ

Λ集中౤Լ͠ɺݯࢿӦܦ
広域渋谷圏ΛਅのホーϜグϥ΢ンυ΁

のັྗ͸ɺੈݍҬौ୩޿ ք͔Βਓ͕ू·Δ৔

ͩͱ͍͏͜ͱͰ͢ɻத৺ͱͳΔौ୩エリアの΄

͔ɺܙൺणɺ୅ࢁ׭ɺදࢀಓɺ॓ݪͱ͍ͬたಠ

ࣗのจԽΛ͕࣋ͭ֗ྡΓ߹͍ɺそのଟ༷ੑ͕

国಺外͔Βଟ͘の٬ޫ؍΍ا業Λऒ͖͚ͭͯ

͍·͢ɻ

ɹウェルビーイングの࣮現ΛਤΔ͜ͱ͕·ͪ

ͮ Γ͘のલఏͱͳͬたࠓɺ不動産業քに͸国

際的ͳ都市ؒڝ૪ྗのڧԽに͚޲たऔΓ૊

Έ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ޿Ҭौ୩ݍに͸ɺڝ

૪ྗのඞਢ要ૉͰ͋Δʮώト・モϊ・Χネ・情

報ʯ͕ ͢Ͱにू·͍ͬͯ·͕͢ɺ౰社グループ

͕͜ΕΒのूੵΛ͞ΒにՃ଎͍͖ͤͯ͞·͢ɻ

ɹそのͳ͔Ͱࢲた͕ͪΊ͟͢の͸ɺグループ

のຊڌ地Ͱ͋Δौ୩Λਅのホームグラウンド

に͢Δ͜ͱͰ͢ɻ東急グループͱの࿈ܞΛਤ

Γͳ͕Βɺ౰社グループのܦ営資ݯΛूத投

Լしɺ開発͔Β管理運営ɺ஥հ·Ͱのバリュー

チェーン͕エリア಺Ͱͭͳ͕Γ͍ߴ෇Ճ価஋

Λఏ供͢ΔɻそΕにΑͬͯɺエリア価஋ͱौ୩

に͓͚Δࢲたͪのଘ在ߴ͕ײ·Γɺ事業ػ会

͕֦大しଓ͚Δ৔ॴにͳΔɻそΕ͕ࢲの͍ࢥ

ඳ͘ਅのホームグラウンドͰ͢ɻ

ɹその࣮現のたΊに͸ɺ産業ҭ੒ͱ都市ޫ؍

ͱ͍͏ɺौ୩͕΋ͱ΋ͱ࣋ͭັྗΛຏ͍͍ͯ

͘͜ ͱ͕ॏ要ͩͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ɹ産業ҭ੒に͍ͭͯ͸ɺ͢ Ͱに༏लͳスター

トアップا業͕ࣗવ発ੜ的にू·Δૉ地͕͋

Γ·͢ɻ͞ Βにޙࠓɺੈ քに໊ͩたΔا業Λ

ഐग़͢Δスタートアップ・エコシステムΛौ୩

にߏஙし͍ͯ͘͏͑Ͱ͔ܽͤͳ͍要ૉ͕ɺ産

ֶ࿈ܞͰ͢ɻたͱ͑͹ɺϘストンのΑ͏ͳֶज़

都市͸ɺ大ֶΛத৺にੈքத͔Β༏Εたਓࡐ

͕ू·Δ͜ͱͰɺ֗ のࡁܦΛੑ׆Խ͍ͤͯ͞

·͢ɻ޿Ҭौ୩ݍの·ͪͮ Γ͘に͓͍ͯ΋ɺ大

ֶ΍ؔػڀݚͱの࿈ܞΛ戦略的に૊ΈࠐΉ

͜ͱͰɺ国際的ͳଘ在ײΛߴΊ͍͖ͯ·͢ɻ

ɹ੓෎͸海外の有໊大ֶͱ࿈ܞしたイϊϕー

シϣンڌ఺ʮグローバル・スタートアップ・キャ

ンパスʯΛ໨ࠇにઃஔしɺスタートアップৼ

૝Λඳ͍͍ͯ·͢ɻ౰社グߏԡし͢ΔޙΛڵ

ループに͓͍ͯ͸ɺ東急不動産͕マサチュー

セッツ޻Պ大ֶͱの࿈ܞプログラムͰɺ社会

ͯͬߦ૑Λ͢Ͱにڞ΍スタートアップͱのݧ࣮

͓Γɺ͜ ͏した࣮੷Λौ୩の·ͪͮ Γ͘に΋׆

͔ͤΔͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ɹ一ํの都市ޫ؍ͰΊ͟͢の͸ɺ24࣌ؒ຾

Βͳ ʮ͍エンタテイメントシティSHI#U:Aʯの

࣮現Ͱ͢ɻ׆発ͳナイトタイムエコϊミー͚ͩ

にͱͲ·Βͳ͍ັྗの෯͜͞޿そ͕ɺौ୩の

͸ɺ͞ੑݸͰ͢ɻそのੑݸ ·͟·ͳଐੑのਓʑ

͕ަΘΔ͜ͱにΑͬͯҭ·Ε͖ͯた΋のͩͱ

࣍期中期ܦӦܭըのॏ఺テーϚ

2021r2024

௕ܦظӦํ਑ɿ࠶構ஙϑΣーζ

中期ܦӦܭը2025
Ξϑターコϩφの࠶成௕に͚޲たՔ͙ྗとޮ཰ੑの্޲

࣍期中期ܦӦܭը
ϙーτϑΥリΦの構ஙۀࣄͰಠࣗੑの͋Δݻڧ

2025‒2030

長期ܦӦ方針ɿڧਟԽϑΣーζ

事業ڥ؀のྺ࢙తస׵期

˔	ॴಘɺαーϏスのೋۃԽ
෦集中ࢢの౎ޱগɺਓݮޱ಺ਓࠃ	˔ ˔Πンバ΢ンυ૿Ճ

˔ Խ（G9ਪਐ）ݯΤωのओి࠶
˔ΠンϑϨのਐߦɺݐஙඅのߴಅ
˔ ಺ۚརਖ਼ৗԽࠃ

G30U1	7ISI0/	2030	価値Λ創造͠ଓ͚Δا業グループ΁

˞	1೥લ౗͠

Խڧ૪ྗのڝؒࢢతͳ౎ࡍࠃ

グループڝ૪ྗΛڧΈʹ広域渋谷圏Λ
ʮਅのホーϜグϥ΢ンυʯԽ	

広域渋谷圏戦略ਪਐ	
ᶃ	࠶生ՄೳΤωルΪー事業

ᶄ	ホテルɾリκート事業

不動産ࠨʹگࢢӈ͞Εʹくいྖ域Ͱ
コΞ事業Λҭ成

஍域ݯࢿΛ׆༻͠た෇Ճ価値創ग़
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-etter	to	oVr	staLeIoMEers

の΋ͱɺʮ૑଄ʯʮ発৴ʯʮूੵʯ͕͑ߟ͏͍ ॥環

͢Δ環境ͮ Γ͘にྗΛೖΕ͍ͯ·͢ɻ

（ （Q�30΁	রϖーδࢀ

ɹ産業ҭ੒ͱ都市ޫ؍の͍ͣΕに͓͍ͯ΋ɺ

ौ୩にू͏ਓʑΛͭͳ͗ɺࣗ વ発ੜ的・ۮ発

的ͳコミュニέーシϣンΛੜΈग़ֻ͕͚͢࢓

ॏ要Ͱ͢ɻࢲ͸ɺそ͏した有ػ的ͳ営Έ͕ɺ

地ྺ΍ムードͳͲΛؚΉエリアݻ有のΧル

チャーΛ૑ग़し͍ͯΔͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻそΕ

にҾ͖ͤدΒΕたਓʑ͕͞ΒにΧルチャーΛ

ຏ͖ɺエリアのੑݸΛߴΊΔ͜ͱͰɺ৽たͳਓ

ΛݺͼࠐΈ·͢ɻ͜ の॥環ΛੜΈग़͢͏͑Ͱɺ

デザイン΍アートͳͲのクリエイティブͳ෼

໺͸ͻͱͭの有ޮͳֻ͚࢓Ͱ͋Γɺ৽たͳ価

஋؍Λड͚ೖΕɺ૑଄にͭͳ͛Δौ୩のಛੑ

ͱの大͖ͳ਌和ੑ͕͋Γ·͢ɻ

ɹࠓ年౓͔Β͸޿Ҭौ୩ݍ戦略ਪਐࣨΛઃ

ஔしɺグループԣஅͰエリア価஋ΛߴΊɺ事業

Խしڧ会の֦大へͱͭͳ͛ΔたΊの体制Λػ

·したɻौ୩の·ͪͮ Γ͕͘ɺハードத৺͔Β

ਅのホームグラウンドԽに͚޲たタウンマネ

ジメントへͱஈ֊ΛਐΊΔͳ͔Ͱɺौ୩Βし͞

のݯͱͳΔクリエイティブͳΧルチャーͮ Γ͘

に΋औΓ૊ΜͰ͍͖·͢ɻ

஍域ݯࢿΛ׆༻͠た෇Ճ価値創ग़ᶃ

ࣗવݯࢿΛ͔ͯ͠׆
生ՄೳΤωルΪーΛコΞ事業΁࠶

ੜՄೳエネルΪー事業に͍ͭͯ͸ɺグリー࠶

ンエネルΪーへのస͕׵ΧーϘンニュートラ

ルの࣮現に͚޲たੈք的ͳை流Ͱ͋Γɺ日ຊ

のエネルΪー੓ࡦの要Ͱ͋ΔҎ上ɺޙࠓ΋市

৔͕֦大͢Δ͜ͱ͸࣮֬Ͱ͢ɻ

ɹ౰社グループ͸ɺ2014年͔Β࠶エネ事業

にࢀըし͍ͯ·͢ɻ国಺不動産市৔のӨڹΛ

ड͚に͘͘ɺಠࣗੑの͍ߴ事業ͱしͯྗΛೖ

Εɺ現在の૯事業਺͸日ຊͰ11�Χॴɺ発ి

ೳྗ͸1.7(8（2024年̒月຤現在）ͱɺ国಺

トップクラスΛތΓ·͢ɻ

ɹ事業地のステークホルμーͱの地ಓͳަব

΍ؔߏ܎ங͕ඞਢͱͳΔ࠶エネ事業͸ɺࢲた

͕ͪ不動産業Ͱഓ͖ͬͯたϊウハウ͕͔͞׆

ΕΔྖҬͰ͢ɻ·た࠶エネ事業Ͱ͸ɺ͍޿౔

地΍͍ڧ෩͕ਧ͘ͳͲの地ҬಛੑΛ࣋ͭエリ

ア͕事業地ͱͳΓ·͕͢ɺそ͏した地Ҭのଟ͘

͸ɺաૄԽ΍地Ҭ産業のॖখͱ͍ͬたڞ通՝

୊Λ๊͍͑ͯ·͢ɻ౰社グループ͸ɺ͜ ΕΒの

地Ҭ՝୊のղܾΛਤΓͳ͕Βɺ·ͪͮ Γ͘ͱ一

体ͱͳͬた事業ల開Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ

ɹͳ͔Ͱ΋201�年͔Β東急不動産͕෩ྗ発

ిॴΛՔಇ͍ͤͯ͞Δ๺海ಓদલொͰ͸ɺࣗ

࣏体ͱ·ͪͮ͘Γにؔ͢Δ࿈ڠܞఆΛ݁ͼɺ

大ن໛ఀి࣌に౰社の࠶エネ発ిࢪઃ͔Β

ిྗΛ供給͢Δʮ地Ҭマイクログリッドʯの運

用Λ͸͡ΊΔͳͲɺ地ҬڞੜΛਤΓͳ͕Β事

業Λల開し͍ͯ·͢ɻ

ɹ·たɺ市৔֦大͕ࠐݟ·ΕΔデータセン

ター事業に͓͍ͯɺ੓෎͸࠶エネిݯの֬

อΛଅਐし͍ͯ·͢ɻ๺海ಓͰ΋ߦ੓ओಋͰ

データセンター༠க͕ਐΊΒΕ͍ͯΔͳ͔

Ͱɺ͞ ΒͳΔऩӹ֦大Λ࣮現し͍͖ͯ·͢ɻ

ɹ࠶エネ事業͸ɺローΧルΛڌ఺ͱしͳ͕Βɺ

グローバルͳプレイϠーͱ同͡౔ඨにཱͭ事

業Ͱ͢ɻそのスέールの大͖͞Λ৳ͼしΖͱ

ଊ͑ɺޙࠓ΋コア事業へのҭ੒Λਤ͍͖ͬͯ

·͢ɻ

஍域ݯࢿΛ׆༻͠た෇Ճ価値創ग़ᶄ

஍域՝୊Λղܾ͢Δ
࣍ੈ୅ܕリκートの࣮ݱ΁

໿60年લ͔Βผ૳の開発・管理Λ開࢝した

౰社グループのリゾート事業͸ɺホテル運営

΍エリアのෳ߹開発ͳͲͰ੒௕Λଓ͚͖ͯ·

したɻ現在Ͱ͸ओྗ事業のͻͱͭͱͳ͓ͬͯ

ΓɺコロナՒҎ߱のリゾートにର͢Δ಺धͱ外

धの૿ՃにΑͬͯɺ͞ ΒにརӹΛ৳͹し͍ͯ·

͢ɻ੓෎͸ਓݮޱগԼに͓͚Δࡁܦରࡦͱし

ͯɺインバウンドध要ΛऔΓࠐΜཱͩޫ؍国

Λ͓ͯ͛ܝΓɺリゾートの開発͔Β管理運営·

Ͱख͕͚Δࢲたͪの事業ػ会͕ɺΑΓ大͖͘

ͳΔ͜ͱ͸࣮֬Ͱ͢ɻ

ɹ౰社グループのリゾート事業のڧΈ͸ɺ地

Ҭͱڞੜした事業ల開にΑΓഓͬたϊウハウ

ͱ࣮੷Ͱ͢ɻ͜ ΕΒの஝ੵΛ΋ͱに৽たͳ体

価஋΍エリア価஋Λ૑ग़し͍ͯ͘͜ݧ ͱͰɺリ

ゾート事業Λ͜Ε·ͰҎ上にऩӹੑの͍ߴコ

ア事業へͱҭ੒Ͱ͖Δͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ɹژ都΍ԭೄͳͲインバウンドध要の大͖͍

エリアΛ事業地ͱ͢Δͳ͔Ͱ΋ɺ׭ຽ࿈ܞͰ

アジア/o.1の国際リゾートͮ Γ͘Λల開しͯ

͖た๺海ಓ・ニセコ͸ɺੈ քத͔Βಛにଟ͘

のਓΛݺͼࠐΜͰ͍·͢ɻޙࠓɺニセコ͕グ

ローバルͳڝ૪にଧͪ勝͍ͬͯ͘たΊに͸ɺ

現在のౙقΛத৺ͱしたू٬Λɺ年ؒΛ通͡

たに͗Θ͍へͱ͍ͯ͛͘͜޿ͱ͕ॏ要Ͱ͢ɻ

͜ΕΛ࣮現͢Δ͜ͱͰɺ国境Λ௒͑たਓの流

Ε͕ܧଓ的にੜ·ΕΔ࣍ੈ୅ܕリゾートͱ͍

͏ઌਐ事ྫΛͭ Γ͘上͍͖͛ͯ·͢ɻ
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※1.ɹ20�0年·Ͱに事業Ͱ࢖用͢Δిྗの࠶エネ100�Խにコミット͢Δ国際イニシアチブɻอ有ࢪઃ͸ɺR&100のର৅ൣғͱͳΒͳ͍ച٫·た͸औΓյし༧ఆҊ͓݅Αͼ東急不動産͕エネルΪー管理ݖ限Λ有しͳ͍一部のڞ同事業Ҋ݅Λআ外

·たɺ࢖用ిྗ͸R&100͕ೝΊΔグリーンΨス͕国಺市৔にଘ在しͳ͍たΊɺコジェネレーシϣンࣗՈ発ిにΑΔిྗΛআ͘

※2.ɹ環境の෼໺に͓͍ ʮͯઌਐ的ɺಠࣗ的Ͱ͔ͭ業քΛリード͢Δ事業׆動ʯΛ͍ͯͬߦΔا業（業քに͓͚Δ環境ઌਐا業）Ͱ͋Δ͜ͱΛ環境大ਉ͕ೝఆ͢Δ制౓

-etter	to	oVr	staLeIoMEers

プϨミΞϜͰબ͹ΕΔ࣌୅΁ɺڥ؀
ઌखΛଧちଓ͚Δ

20�0年·Ͱの௕ܦظ営ํ਑に͓͍ͯɺશ社

ํ਑に͍ͯ͛ܝΔの ʮ͕環境ܦ営ʯͱʮD9ʯͰ

͢ɻ͜ ΕΒ͸౰社グループのڧΈΛ࠷大Խ͢

ΔたΊのඞਢ要ૉͰ͋Δͱ同࣌にɺʠՔ͙ྗʡ

にม͑ͯ͜そҙຯΛ࣋ͭ΋のͰ͢ɻ

ɹ環境ܦ営Ͱ͸ɺʮ୤୸ૉ社会ʯʮ॥環ܕ社会ʯ

ʮੜ෺ଟ༷ੑʯͱ͍͏ॏ఺՝୊にରしͯɺそΕ

ͧΕの事業׆動Λ通͡たੵۃ的ͳऔΓ૊Έ

Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ環境ઌਐا業ͱしͯのブラン

ドྗ΍ಠࣗੑΛߴΊɺ環境価஋Λ౰社グルー

プͳΒͰ͸のڧΈͱし͔ͯ͜͢׆ͱͰɺ事業

ஙΛਤͬͯߏ॥環の޷会֦大ͱऩӹ֫ಘのػ

͍·͢ɻ（ （Q�40΁	রϖーδࢀ

ɹ東急不動産͸ࣗ社事業ॴ͓Αͼอ有ࢪઃの

エネに੾Γସ͑ɺ2024年࠶�用ిྗΛ100࢖

̐月に͸国಺の事業会社ͰॳΊ ʮͯR&100ʯ

のୡ੒※1͕ೝఆ͞Ε·したɻΦフィスɺ঎業ࢪ

ઃɺホテルͳͲશ204ࢪઃΛ࠶エネに੾Γସ

͑Δ͜ͱͰCO2 ഉग़ྔの大෯ݮ࡟Λ࣮現しɺ

౰社ࢪઃのར用Λ通͡た環境価஋Λ͓٬͞

·にఏ供Ͱ͖͍ͯΔͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ɹ·たɺ国際/(OのCDP͕બఆ͢Δީؾม

動ରԠのߴ࠷ҐAリストا業に202�年౓·

Ͱ̏年࿈ଓͰબ͹Εた΄͔ɺ2024年̐月の

環境লʮエコ・フΝーストا業ʯ※2に国಺不動

産業ͰॳΊͯೝఆ͞ΕΔͳͲɺ国಺外͔Βの

外部評価Λଟ਺֫ಘし͓ͯΓɺ໊ ࣮ͱ΋に環

境ઌਐا業ͱしͯの評価Λཱ֬し͍ͯ·͢ɻ

ɹޙࠓɺ࣋ ଓՄೳͳ社会の࣮現ͱ౰社グルー

プの௕ظ的ͳ੒௕Λཱ྆し͍ͯ͘たΊにඞ要

ͳの͸ɺたͱ͑͹環境配慮ܕΦフィスビルに

価஋Λݟग़しɺੵ 業ا的にग़資͢ΔΑ͏ͳۃ

ଆのҙࣝΛੈのதに͔ࠜͮͤΔ͜ͱͰ͢ɻ

ɹࢲたͪ͸環境価஋͕価֨సՇ͞ΕΔ社会

の࣮現に͚޲ɺઌखΛଧͪଓ͚͖ͯ·したɻ

౰社の環境へのऔΓ૊Έにରしɺ社会มԽへ

のରԠΛਤΔا業΍࣏ࣗ体͔Βのニーズ͸

年ʑߴ·͓ͬͯΓɺ+R東日ຊͱのแׅ的業務

ఏܞ΍࠶エネフΝンドのઃཱɺԣ඿市΍૬໛

市ͳͲ地ํ࣏ࣗ体ͱの୤୸ૉԽの࣮現にݪ

ؔ͢Δパートナーシップのక݁ͱ͍ͬたɺ৽た

ͳ事業ػ会͕૑ग़͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ɹ·たɺݸਓのফඅ׆動に͓͍ͯ͸ɺए年૚Λ

த৺にエシΧルফඅ͕͍͖͕ͯͯͬ޿·͢ɻサ

ステナブルҙࣝのߴ·ΓΛ͞Βにޙԡし͢Δた

Ίɺࢲたͪ͸ະདྷΛ୲͏ੈ୅に͚޲た環境ڭ

ҭ׆動Λੵۃ的にల開し͍͖ͯ·͢ɻ

C9্޲ΛՃ଎ͤ͞ΔたΊɺ
%9ਓࡒΛܭըతʹҭ成

D9ਪਐに͍ͭͯ͸ɺ࠷ॳのステップͰ͋Δビ

ジネスプロセスのলྗԽ͕一ఆのਐ௙Λݟ

ͤɺC9（Χスタマーエクスϖリエンス）の޲上

へͱ஫ྗϙイントΛҠߦし͍ͯ·͢ɻ

ɹ2024年౓͔Β͸ɺ資産׆用ܕビジネスͱਓ

財׆用ܕビジネスのそΕͧΕにD9に͓͚Δ

ॏ఺՝୊ͱ஫ྗྖҬΛઃఆ͢Δ͜ͱͰɺ資産・

ਓ財͕࣋ͭ価஋の࠷大ԽにΑΔ৽たͳऩӹモ

デルのߏஙへͱऔΓ૊ΈΛՃ଎͍ͤͯ͞·͢ɻ

ɹͳ͔Ͱ΋ɺਓ財׆用ܕビジネスに͓͚Δ

D9͸ɺ౰社グループのڧΈのͻͱͭͰ͋Δ

๛෋ͳ٬ސ઀఺Λ͔׆しɺグループの੒௕に

ͭͳ͛ΔたΊの要ͩͱଊ͍͑ͯ·͢ɻ࿑ಇਓ

গに൐͏20�0年໰୊͕社会՝୊ͱͳݮのޱ

Δͳ͔ɺデジタルにΑΓ࿑ಇू໿ܕಛ有のෛ

୲Λܰݮしɺリアルͳਓ財ͳΒͰ͸のサービ

スΛߴ౓Խ͍͖ͤͯ͞·͢ɻ

ɹ·たɺ޿Ҭौ୩ݍのエリア಺に͓͍ͯ͸ɺ

デジタルͱリアル の ັ ྗ͕ ༥ ߹したC9޲

上にऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻੈքの·ͪͮ͘Γ

෼໺ͰॳのಋೖͱͳΔߴ଎大༰ྔ通৴ٕज़

ʮIO8/ʯͱ都市OSͰߏஙした都市ج൫の

上にɺ不動産業քॳのコミュニέーシϣンアプ
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Letter to our stakeholders

力強い成長に欠かせない
経営基盤と組織風土

「攻め」のグループ経営を行い、力強い成長で

将来にわたって選ばれ続ける企業をめざすた

めに、人財戦略、財務資本戦略、コーポレート

ガバナンス強化に取り組み、強固な経営基盤

の構築を推進しています。

　価値創造に必要なのは、社員一人ひとりの

力です。当社グループでは、社員が持つ能力

を「人的資本」と捉え、潜在力を最大限に引き

出すためのさまざまな社内改革を進めていま

す。経営戦略と連動とした「価値を創造する

人づくり」「多様性と一体感のある組織づくり」

「働きがいと働きやすさの向上」という３つ

の人財戦略では、各施策にKPIを掲げていま

す。グループ各社の執行役員には、グループ

連携の実践度をモニタリングする独自の指標

を設け、経営層の意識向上に取り組むなど、

幅広い人財の力をグループの成長へとつない

でいく施策を展開しています。

　財務資本戦略では、資産と負債・自己資本

の健全なコントロールによって財務規律を維

持しながら、事業ポートフォリオに基づいて競

争優位性を意識した利益成長をめざすととも

に、株主・投資家の皆さまへの安定的な還元

を維持していきます。

　ガバナンスについては、公平かつ透明性が

高く、意思決定の迅速化に資する体制を構築

し、実効的に機能させていくことへの課題に

対して、社外取締役の増員や多様性確保、実

効性評価における第三者評価の活用などを

順次導入してきました。今後もサステナビリ

ティの実現をめざす社会の一員としての責任

を果たしながら、中長期的な企業価値の向上

を図ります。

　私たちは、「あらゆるステークホルダーの 

満足度の総和」が企業価値であると考えてい

ます。満足度を高めるうえでもっとも大きな力

となるのが、「社会に向き合う使命感」を持っ

た人財の存在であり、価値創造には人財を活

かす組織風土が不可欠です。

　また、人的資本経営だけではなく、今後も

ステークホルダーの皆さまとともに人権配慮

や健康経営にも取り組み、持続可能な社会の

構築に貢献していきます。

クリエイティブなカルチャーを、
まちづくりにも組織にも

新たな人と価値観を受け入れながら常に更

新されていく街こそが、持続的な成長を果た

す。そう捉えると、私たちが手がけるまちづく

りの考え方は、生物学によく似ていると感じま

す。生物学者の福岡伸一氏が提唱する「動的

平衡」という概念では、あらゆる生命体は、細

胞の分子レベルで新しく生まれ変わり続ける

ことによって環境変化に耐え抜くレジリエンス

を持ち、進化を遂げてきたとされています。街

は生命体であり、まちづくりとは生命の営みと

いえるかもしれません。

　私は経営もまた、動的平衡の考え方のよう

に自然の摂理に沿うべきだと考えています。

街にも組織にも、カルチャーを根づかせるに

は時間がかかります。多様性に満ちた広域渋

谷圏では、新しいヒト・コト・モノを柔軟に受

け入れ、次の時代をつくるクリエイティブなカ

ルチャーを磨いていくことが大切です。まちづ

くりに関わるメンバーには、偶発的なコミュニ

ケーションを意図的につくり出していく工夫を

してほしいと呼びかけています。

　そして、当社グループにもまた、渋谷のまち

づくりと同じように、異なる価値観や新しいも

のを受け入れるカルチャーを紡いでいきたい

と考えています。私たちらしい組織風土とは、

言い換えるなら「寛容さ」であり、「WE ARE 

GREEN」のグラデーションが表現する「誰も

が自分らしく、いきいきと輝ける未来」への想

いに通じます。

　 従 業 員 一 人 ひ とりが 多 彩 な 個 性 を 認

め 合 い な が ら、い き い きと働くことでこ

そ、魅 力 的 なまちづくりに 寄 与できる。そ

うして 社 会 の ニ ー ズ と会 社 の ビ ジョン、

自 ら の 幸 福 の 実 現 を ひ とつ の 連 な りと

して捉 え、働 きが い や 生 きが い を 当 社グ

ル ープで働くことの「プレミアムな 価 値 」

として 全 従 業 員 に 感 じて もらえ た 時 に、 

私たちのさらなる飛躍があると考えています。

　今後も、約３万人のグループ従業員が歩み

をともにできる組織風土改革に尽力し、ビジョ

ンや経営計画については有言実行を貫くこと

で、「価値を創造し続ける企業グループ」をめ

ざしていきます。
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